
３　複数業務の同時進行

３つめの概念は前述の２つと異なり，一般／特例とも、上司の観察だけでなく、本人が苦手スキルとして自覚していました。

「複数作業の同時遂行が苦手」：段取りの取り方，得意じゃなかったんですよ。（略）優先順位の付け方が甘かったり。（略）予定通りに終わらない。1個の業務はやれるけど，マルチタスクになった時に上手く機能しなかった。ちょっとずつ並行して進めなきゃいけないのが，進まなかったり。（一般）

「時間と他者の管理が苦手」：（時間管理は）得意ではないです。社内の色んな人と話さないと（いけない）段取り調整は得意でないです。（特例）

晴眼者もこれが苦手の人が多いのですが、彼らは日常的に視覚的ツールに助けられているのです。

ある日の例：
山田さん（在宅勤務）は、米国親会社との連絡係です。9月の定例会議で、11月初旬の米国側での10周年記念行事に日本現法社長がビデオ出演することが決まりました。今日（25日の月曜日）課長から、「あれ、そろそろじゃない？」とメールが来たのであわてて確認したところ、先週の月曜に、先方から英文で「11月1日（月）に予定通り実施します。つきましては、字幕付きビデオを木曜までに送って欲しい」というメールが来ていたことを見つけました。
あと2日で、原稿作成・社長日程確保・カメラマン手配・通訳手配をしなければなりません。どうすればよかったのでしょうか・・・

教材
　１か月半後に実施する社内研修会の担当者のシミュレーションです。行で左から右へと向かう「時間」は，列に斜線を引くことで「済み」を表します。列は各時点での関係者のタスクを示しています。タスクの下には，関連する関係者を記入，想起します。
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